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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 35,810 30.2 3,175 ― 2,383 ― 1,827 ―

22年3月期第3四半期 27,510 △27.7 △1,448 ― △1,814 ― △2,076 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 22.24 22.21
22年3月期第3四半期 △25.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 62,754 15,451 22.0 168.27
22年3月期 63,973 14,178 19.7 153.34

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  13,820百万円 22年3月期  12,595百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 20.4 3,800 ― 2,800 ― 2,100 ― 25.56



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
  業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「1.当四半期の連結
業績等に関する定性的情報（3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 83,741,579株 22年3月期  83,741,579株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,608,586株 22年3月期  1,602,540株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 82,136,046株 22年3月期3Q 82,113,388株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種経済対策の効果もあり個人消費や設備投資に

緩やかな回復が見られ、企業業績も改善を示しましたが、雇用情勢は依然厳しい状況が続き、一部経済

対策の終了や円高による輸出への影響等先行き不透明な状況が続きました。世界経済につきましては、

中国、インド等の新興国が堅調に推移し、欧米諸国においても景気の持ち直しが見られ、全体としまし

ては緩やかな回復基調にありましたが、欧米における失業率の高止まりや欧州諸国の財政不安等の問題

から、景気停滞のリスクが依然残る状況にありました。

当グループが関連する自動車業界におきましては、エコカー購入補助金制度終了以降、その反動から

国内新車販売が大きな影響を受けましたが、アジア等を中心に海外での受注は引き続き堅調に推移し、

売上高は358億10百万円と前年同期比30.2％の増加となりました。

損益面におきましては、固定費の抑制や原価低減活動を引き続きおしすすめ、収益改善を図ってまい

りました結果、営業利益は31億75百万円(前年同四半期は営業損失14億48百万円)、経常利益は23億83百

万円(前年同四半期は経常損失18億14百万円)、四半期純利益は18億27百万円(前年同四半期は四半期純

損失20億76百万円)となりました。

なお、セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

自動車関連製品事業は、エコカー購入補助金制度終了以降、その反動から国内新車販売が大きな影

響を受けましたが、アジア・新興国を中心に、海外での受注は引き続き堅調に推移し、売上高は316

億99百万円となりました。その結果、セグメント利益は28億43百万円となりました。

舶用・その他の製品事業は、緩やかに需要が回復しており、売上高は12億27百万円となりました。

その結果、セグメント利益は１億71百万円となりました。

商品等の販売事業を含むその他における売上高は28億83百万円となりました。その結果、セグメン

ト利益は１億60百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ12億19百万円減少し、627

億54百万円となりました。これは設備投資抑制による「有形固定資産」の減少32億20百万円に対し、受

注回復に伴う「受取手形及び売掛金」の増加３億76百万円、「たな卸資産」の増加４億76百万円、「現

金及び預金」の増加８億84百万円及び販売・在庫管理に係る情報システムの再構築に伴う「無形固定資

産」の増加２億５百万円によるものであります。

負債においては、前連結会計年度末に比べ、24億92百万円減少し、473億２百万円となりました。

これは「有利子負債」の減少43億30百万円に対し、「支払手形及び買掛金」の増加16億20百万円、「設

備関係支払手形」の増加１億66百万円、「退職給付引当金」の増加２億16百万円及び「未払法人税等」

の増加１億19百万円によるものであります。

純資産においては、前連結会計年度末に比べ、12億73百万円増加し、154億51百万円となりまし

た。これは「利益剰余金」の増加18億27百万円及び「少数株主持分」の増加48百万円に対し、「為替換

算調整勘定」の減少６億39百万円によるものであります。

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 自動車関連製品事業

② 舶用・その他の製品事業

③ その他

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(資産)

(負債)

(純資産)
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当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて３億

86百万円増加し、93億47百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、62億54百万円の収入

(前年同四半期は21億87百万円の収入)となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益が23億74

百万円となり、減価償却費が31億10百万円あったこと等によるものであります。

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、14億21百万円の支出

(前年同四半期は27億52百万円の支出)となりました。これは主に有形固定資産の取得等によるもので

あります。

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、42億89百万円の支出

(前年同四半期は28億26百万円の収入)となりました。これは主に短期借入金が３億54百万円増加し、

長期借入金を44億円返済したことによるものであります。

当第３四半期業績は計画を上回る状況で推移することができ、引き続き受注が堅調であることから、

平成23年３月期の通期の業績予想を修正いたしました。

(キャッシュ・フローの状況の分析)

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。

この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

在外子会社の収益及び費用は、従来、在外子会社の決算日の為替相場により換算しておりました

が、第１四半期連結会計期間より、期中平均相場による換算に変更しております。この変更は、従来

に比べて、在外子会社の重要性が増しており、今後もその傾向が継続すると見込まれることから、短

期的な為替相場の変動による期間損益への影響を極力なくし、在外子会社の期間損益をより適正に連

結財務諸表に反映させるために行ったものであります。

この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の売上高は３億66百万円、

営業利益は１億７百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は１億３百万円それぞれ増加して

おります。

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

② 在外子会社の財務諸表項目の換算方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,872 8,988

受取手形及び売掛金 8,439 8,063

商品及び製品 3,680 3,376

仕掛品 1,605 1,558

原材料及び貯蔵品 1,438 1,312

繰延税金資産 78 89

その他 832 807

貸倒引当金 △101 △152

流動資産合計 25,846 24,044

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,971 9,606

機械装置及び運搬具（純額） 13,483 15,205

土地 5,542 5,576

建設仮勘定 307 1,049

その他（純額） 877 964

有形固定資産合計 29,181 32,402

無形固定資産 802 597

投資その他の資産

投資有価証券 5,278 5,198

長期貸付金 13 14

繰延税金資産 417 430

その他 1,279 1,334

貸倒引当金 △65 △50

投資その他の資産合計 6,923 6,929

固定資産合計 36,907 39,929

資産合計 62,754 63,973
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,813 6,193

短期借入金 6,067 5,728

1年内返済予定の長期借入金 6,219 6,312

リース債務 318 297

未払法人税等 207 87

設備関係支払手形 594 427

その他 1,951 2,216

流動負債合計 23,171 21,263

固定負債

長期借入金 17,401 21,733

リース債務 2,155 2,419

繰延税金負債 1,489 1,470

退職給付引当金 2,797 2,580

その他 287 327

固定負債合計 24,131 28,531

負債合計 47,302 49,795

純資産の部

株主資本

資本金 9,839 9,839

資本剰余金 5,875 5,875

利益剰余金 △467 △2,294

自己株式 △354 △354

株主資本合計 14,893 13,066

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,301 1,263

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △2,373 △1,734

評価・換算差額等合計 △1,072 △470

新株予約権 17 17

少数株主持分 1,613 1,565

純資産合計 15,451 14,178

負債純資産合計 62,754 63,973
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(2) 四半期連結損益計算書
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 27,510 35,810

売上原価 23,789 27,394

売上総利益 3,721 8,416

販売費及び一般管理費 5,169 5,240

営業利益又は営業損失（△） △1,448 3,175

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 48 66

為替差益 68 －

スクラップ売却益 － 53

助成金収入 163 －

その他 139 66

営業外収益合計 422 190

営業外費用

支払利息 545 515

為替差損 － 231

その他 242 235

営業外費用合計 787 982

経常利益又は経常損失（△） △1,814 2,383

特別損失

PCB処理費用 177 －

退職給付費用 65 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8

特別損失合計 243 8

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,057 2,374

法人税、住民税及び事業税 36 317

法人税等調整額 △46 29

法人税等合計 △9 347

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,027

少数株主利益 27 200

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,076 1,827
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,057 2,374

減価償却費 3,524 3,110

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △94 218

受取利息及び受取配当金 △51 △71

支払利息 545 515

為替差損益（△は益） △68 231

売上債権の増減額（△は増加） △1,307 △796

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,000 △720

仕入債務の増減額（△は減少） △108 1,844

その他 157 82

小計 2,536 6,781

利息及び配当金の受取額 51 71

利息の支払額 △531 △481

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 130 △116

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,187 6,254

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,758 △774

その他 6 △646

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,752 △1,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,107 354

長期借入れによる収入 4,441 －

長期借入金の返済による支出 △3,461 △4,400

セール・アンド・リースバックによる収入 870 －

配当金の支払額 △3 △1

その他 △127 △241

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,826 △4,289

現金及び現金同等物に係る換算差額 81 △156

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,342 386

現金及び現金同等物の期首残高 5,071 8,960

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,414 9,347
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該当事項はありません。

(注) 事業区分の方法

事業区分は、販売先産業の種類により下記のとおり区分しております。

① 自動車関連製品事業・・・自動車用機関部品、二輪車用機関部品

② 舶用関連製品事業 ・・・舶用機関部品

③ その他の製品事業 ・・・陸用機関部品、家電製品用部品、事務機器用部品、産業機械用部品他

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

①アジア・・・・・タイ、インドネシア、中国他

②ヨーロッパ・・・ドイツ

③その他の地域・・北米

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

自動車関連
製品事業

(百万円)

舶用関連
製品事業

(百万円)

その他の
製品事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 24,690 1,271 1,548 27,510 － 27,510

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － (－) －

計 24,690 1,271 1,548 27,510 (－) 27,510

営業利益又は営業損失(△) △1,523 115 △41 △1,448 (－) △1,448

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

日本

(百万円)

アジア

(百万円)

ヨーロッパ

(百万円)

その他の
地域

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 21,487 2,726 2,021 1,275 27,510 － 27,510

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,799 562 8 69 3,440 (3,440) －

計 24,287 3,288 2,029 1,344 30,950 (3,440) 27,510

営業利益又は営業損失(△) △1,140 30 △36 △316 △1,463 15 △1,448
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 各区分に属する主な国又は地域

①アジア・・・・・タイ、インドネシア、シンガポール、中国他

②ヨーロッパ・・・ドイツ他

③北米・・・・・・アメリカ他

④その他の地域・・南アフリカ、ヨルダン、メキシコ他

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

アジア ヨーロッパ 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 5,707 1,833 908 2,090 10,540

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － － 27,510

Ⅲ 連結売上高に占める海外
売上高の割合（％）

20.7 6.7 3.3 7.6 38.3
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第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

及び経営戦略会議が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

当社は、産業別に包括的な戦略を企画立案し事業活動を展開しております。

従って、当社は産業別を基礎としたセグメントから構成される「自動車関連製品事業」及び「舶

用・その他の製品事業」の２つを報告セグメントとしております。

「自動車関連製品事業」は、自動車のエンジン部品等の製造販売を行っております。「舶用・その

他の製品事業」は、舶用のエンジン部品及び空調家電用機器部品他の製造販売を行っております。

（単位：百万円）

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおりま

す。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

【セグメント情報】

（追加情報）

１ 報告セグメントの概要

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

自動車関連
製品事業

舶用・その他
の製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 31,699 1,227 32,927 2,883 35,810 － 35,810

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 31,699 1,227 32,927 2,883 35,810 － 35,810

セグメント利益 2,843 171 3,015 160 3,175 － 3,175

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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